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“働く人の幸福”と“事業所の活力”を共にかなえる
　中・小規模事業所におけるダイバーシティ推進
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（かごしま県民交流センター内）　〒892-0816 鹿児島市山下町 14-50
●「男女共同参画センターだより」の掲載記事（バックナンバーを含む）は、
　ホームページにも掲載しています。
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※センター利用者は２時間まで無料。
　総合案内等で２時間無料の認証を
　受けてください。

男女共同参画センター
関連のご案内

《図書等の閲覧・貸出》
男女共同参画に関する図書の貸出は、
１人５冊まで期間は３週間以内です。
団体へはビデオ・DVDの貸出も行っています。

グルー
プ

紹介
かごしまピア研究会かごしまピア研究会

　発足して２年になる私たちかごしまピア研究会は、鹿児島大学の
ピアカウンセリングサークル「ピア☆ぴあ☆かごしま」（発足13年）
の学生メンバーとその OB・OG、そしてピアカウンセラー養成者で
構成されている研究会です。ピアとは「対等である者、仲間」とい
う意味で、私たちはピアの意識をもってゆっくり話を聴き共に考え
るピアカウンセリング活動や、正しい知識やスキルを共有しあうた
めの情報伝達の活動であるピアエデュケーション活動を県内の中学
や高校、大学等で行ったり、それについての学びあいをしています。
また、平成 20 年度からは鹿児島県男女共同参画センターの委託を
受け「高校生のためのピアサポーター養成講座」をかごしま県民交
流センターで毎年実施しています。それらの活動の中では、男女共
同参画やデートＤＶの予防、多様な性のあり方についても同世代で
共に考えることを大切にしています。
　私たちのピア活動の一つに、月 1 回第 3 土曜日にかごしま県民交
流センターで開催する「ぴあ･すてーしょん」があります。平成 28
年４月で 100 回目を迎えたその活動は、ピアカウンセラーの資格を
もつ大学生が、同世代の若者と気軽にピアカウンセリングを行える
場として発足しました。思春期や青年期の若者たちが、気軽に来て

話をしたり、悩みを相談できる場所となっています。学校や家庭の
こと、恋の話、生や性の話…。若者たちが感じ、悩んでいることを、
ピアの立場で聴き合い、彼らがより良い自己決定をし、豊かな人生
を歩めるよう支援しています。訪れた若者たちは、ピアカウンセラー
と話をして、とてもイキイキとした表情を見せたり、リラックスし
た様子をしているのが印象的です。
　そして昨年、私たちの活動が全国的に認められ「ピア☆ぴあ☆か
ごしま」は、子供や若者が未来に向けて行った社会貢献活動におい
て顕著な活動があった団体に内閣府より贈られる「未来をつくる若
者･オブ･ザ･イヤー」を受賞しました。鹿児島県をはじめ、各市町村
や学校の関係者の皆様、地域の方々、そして鹿児島の若者達に支え
られて続いてきたこの活動への表彰は、本当にありがたく、私たち
にとってうれしいものでした。これから社会をつくる若者同士が互

いを尊重し合い、豊かな
人生を送れるように支援
し、学び合いを続けてい
きたいと思っています。

新着図書情報 新しい本が図書コーナーに入りました。その中から２冊を紹介します。
※新着図書一覧はセンターのホームページに掲載中です。

僕が家庭科教師になったわけ
　つまるところの「生きる力」

資生堂インパクト
　子育てを聖域にしない経営

　高校家庭科が男女必修になった1994年に、44歳
で女子大に通い、化学教師から家庭科教師になった
「僕」。妻の再就職から家事育児に悪戦苦闘し、男性も
暮らしの技術と能力をもつ必要性を痛感したこと等
から、これぞ男の世界と信じ志した化学から女性の
世界とされてきた家庭科へ足を踏み入れる。著者自
身の変革を社会変化と共に描く。

小平陽一 著　太郎次郎社エディタス（2016年２月）

　女性活躍の先進企業として知られる資生堂が行った経
営改革が、一部で女性にやさしい企業が冷たくなったと受
け取られ「資生堂ショック」とも呼ばれた。しかし、職場の
不平等感をなくすために必要な改革であったことが本書
でわかる。また、改革では、女性がキャリアを磨き働きがい
を高めることも目指している。経営トップはじめ多くの社
員の声が盛り込まれ、女性活躍に取り組む企業や働く女性
にとって示唆に富む一冊。

石塚由紀夫　著　日本経済新聞出版社（2016年５月）

《啓発パネルの貸出》
学校、事業所、市町村、男女共同参画を推進する民間団体等に
貸し出します。 
内容は、ホームページでご覧になれます。

　鹿児島大学医学部保健学科サークル「ピア☆ぴあ
☆かごしま」が、若者の男女交際の悩みやデートＤＶ、
性感染症等についての相談に応じています。

ぴあ・
すてーしょん

【日時】毎月第３土曜日14：00～16：00
【場所】かごしま県民交流センター１階 売店前会議室

「未来をつくる若者･オブ･ザ･イヤー」
内閣府特命担当大臣表彰受賞！祝祝祝祝


